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 問い合せ先 

寺⾨ ⼤毅( 研究開発部⾨ 第四研究ユニット )( terakado.daiki@jaxa.jp ) 
 
 メンバ 

寺⾨ ⼤毅, 東 和弘, 沖⽥ 耕⼀ 
 

 事業概要 

メタンの特徴である無毒性に着⽬し,これまでロケットの姿勢制御に使われてきたヒドラジンガスジ
ェット(有毒性)に代わる,より安全で⾼性能なロケット⽤ RCS の実現を⽬指す. 

 

 JSS2 利用の理由 

本計算では流れ場の計算に加えて,10 種類を超える化学種の反応計算を⾏う必要があるため,1 ケース
あたりの計算量が⼤きい.さらに,メタン噴射⽅法(⽅式,個数,位置)を変えた⼤規模なパラメトリックス
タディを予定しているためスパコンの使⽤が必須である. 

 

 今年度の成果 

利⽤なし. 
 

 成果の公表 

なし 
 
 
 
 
 
 
 
 

メタン RCS に関する基礎的研究 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.00 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 0.00 0.00 
SORA-PP 1,288.05 0.01 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 163.71 0.17 
/data 3,302.89 0.06 
/ltmp 1,627.60 0.14 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

 

プロセス並列⼿法 ⾮該当 
スレッド並列⼿法 ⾮該当 
プロセス並列数 1 
１ケースあたりの経過時間 24 時間 
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